
『日台大辞典』の方言語彙

林 美 秀

1 はじめに

1895年、日本は台湾を占領し、台湾総督府を設骰した。そして同年 7 月に、台湾総督府学

務部が、現在の台北市にある芝山巖で、日本語教育を朋始した。占領当初、日本人が一番悩

まされたのは、言語不通である。だから、台湾総督府学務部は、日本人に台湾語を、台湾人

に日本暉を理解させるために、教科査や辞窪などの杏藉を数多く編纂した。台湾総督府が出

版した辞書は下記の 6 冊で、その責任者は、いずれも小川尚義であった。

「 8 台小字典」 I (1898)、f日台大辞典』 (1907) 、「日台小辞典J (1908) 、

f台日大辞典」 (1931•32) 、「台日小辞典」 (1932) 、「新訂 8 台大辞典上巻」2 (1938)

また、台湾総’径府以外の組織から出版された日本語と台湾語の対訳辞杏は、下記の 3 冊で

ある。

「台日新辞典』 (1904、杉房之助）、「公学校漢文自習辞典」 3
(1924、台湾漢文研究会紺）、

「台日新辞世」 (1931、束方孝義）

以上の中で、本稿では、l907年に台湾総抒府民政部総務局学務課が発行した、「日台大辞

典」に注目したい。「日台大辞典」（以下、「日台」）は、発行当時において語索数が最も豊富

な日台辞牲であり、台湾総督府出版の台日辞也の大元ともなった辞帯である。本辞継の「凡

例」には、「本魁ハ、現今、 日本二於テ行ハルル、談話語、及ビ文章語ノ中二就キ、最モ普

通ナルモノ、大約四万二千余語ヲ採リ、之二台湾語ノ対訳ヲ施セルモノナリ」とあり、当時

の晋通の談話、文惜に使用する日本語が、約42000語収録されている。また、本辞栂の「日

台大辞典緒言」には、 l57頁に亘る「南部福建語ノ特徴」という部分がある。これは、中古

漢音類（「韻鏡」による）を基本として、i英語の各方言（阪門、 福州、客人、広州、 上海、

1 本辞宵は小Jli 尚義だけではなく、上田腐年も編慕資任者となっている。本辞由は、上田萬年がH

本暉の見出し語を選定して、小川尚義が台湾語訳を施したものである。
2 「新訂日台大辞典上巻」はf日台大辞典」の改訂版で、「ア」から「シ」までの50500あまりの日本

語が収録されている。日中戦争の影響により、下巻は発行されなかった。
3 この辞世は現存しないが、呉 (1955) で、台湾語と日本語の対訳辞柑として紹介されている。
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温州、 寧波、 南京、 北京）の甜音と域外漢音（朝鮮、安南）を比較して、I蜀南語の特徴を明

らかにしたものである。村上 (1989) や洪 (1994) などの先行研究では、 現代言語学の方法

で漢語方言の語音を比較した、優れた研究として評価されている。「日台Jは学術的な面（優

れた漢語語音研究）と語疵数の面から、 当時の台湾語研究の集大成と言うべきものである。

また、本辞班は、日本語研究においても価値のあるものである。「日本国語大辞典第二版J

（以下、「日国」）は、 現段階において初出例と目される用例を挙げているが、 その用例より

も早い例が、「8台Jにはかなり見られる。例えば、「カンキリ」という語は『日国jでは、「缶

詰のふたを切り開く道具」と記述され、 初出例として1958年の「芽むしり仔繋ち』の例が挙

げられている。しかし、1907年発行の「日台Jには、「カンキリ」という見出し語がすでにあり、

「缶詰のふたを切り開く道具」という意味が台湾語で付されている。しかも、「日台jが編

纂される際に参考にされた 5冊の先行辞世（「和英諮林集成」 4 (1886) 、「日本大蹄林』 (1894) 、

『帝国大辞典J (1896) 、「言海J (1889-1891) 、「ことばのいづみJ (1900) ）にも、「カンキリ」

という語は挙げられていない。缶詰は1804年にフランス人によって発明され、日本では1877

年に長崎に県立缶詰試験場が設立されたが、 一般に普及したのは日消戦争 (1894-95) 、 8 露

戦争 (1904-05) の軍用食として利用されてからである。時代的な背景から考えても、 缶詰

のふたを切り開く道具である「カンキリ」という語の初出は、「日台」まで遡ることができ

ると言えよう。「日台」のア行と力行の見出しt呑において、 5冊の先行辞咎に挙げられてお

らず、「日国」の初出例より早い語は、 66語もある。 このように、「日台」は、 明治期の言語

演料として活用される価他のある査科だと言える。

ところで本辞世は、 先にも述べたように、日本初の植民地である台湾で、 政府主祁の大規

模な日本賄教育が行なわれていた中で編幕されたものである。 本辞柑の見出し語をどのよう

に選択したか、 日本語に対応する台湾語訳のない語については、 どういうふうに台湾話訳を

工夫したか、 台湾栢訳は正しいかどうかなど、 岡査・分析し、 考えねばならない点も多い。

本税ではまず、 r日台jの見出し語に箔目し、 その特色を明らかにしたい。

「日台」の記述は次のようになっている。

4 「和英語林集成Jは、初版が1867年、第二版が1872年、第三版が1886年の発行である。しかし「日台J
がどの版を参考にしているのかは不明である。そこで、関査に当たっては、便宜的に語批数の一

番多い笏三版を使用した。

(10) - 95 -



勺ェ
妖
ツ
妖
4
”C
yl

ガ
ン
＊（
名）
雁
木。
「
橋
J

砥・
頭。
砥＇
頭＂
的
炊＇
仔゚

、
月
が

か
カウ
4
双
か

亀
鋸」
大＇
鋸。
⑥「
竿」
掛＇
鉤＂
的
柴
態
＠（
麒
齢）

叫^
1
状
JIブ•
六

かホン
亨エ
れ
Y

没•
4
羞。
料
不・
如。
Or
紙
鳶
J

掛＇
風
し吹＇
線＂
的

ー

ト
テ

ア

刀・
仔。

見出し語 （ガンギ）、 品詞（名）、 見出し語の漢字表記（雁木）、 用

法（「 」の語） や日本語の意味（（ ）内の語）、台湾語訳語（「 」

や（ ）の後の語句）の順に、 挙げられている。 つまり、 左の例で、

「橋」という場合の「ガンギ」は、それに対応する台湾語訳語が、「砥

頭。 砥頭的炊仔。」（「波止場」
・
や「波止場の階段」という意味）で

あることや、「ガンギ」が日本語で（蘭姫）の意味になるとき、 そ

の（麒翻）の意味に対応する台湾語訳語が、「没合盤。料不対。」（「あ

わない」や「考えの食い違い」という意味）であることが示されて

いる。 また、 台湾語訳語には、 発音を表す台湾語の仮名表記が付さ

れている。⑥は当該見出し語のほかの意味を表わす場合に使われて

いる。

これを本稿では、便宜上、 下記のように記述する。

「ガンギ」（雁木）「橋」 砥頭［波止場l。 砥頭的炊仔【波止楊の階梯l。 ●「鋸」大鋸［大

鋸l。●「竿」掛鉤的柴根［かかりがついている棒l。● （劇翻）没合盤［合わな

い】。科不対1考えの食い迩い】。●「紙店」掛風吹線的刀仔［敵の凧の糸を切っ

て路とすために凧の糸に付ける器且l。

「日台Jの各台湾語訳語の後ろに［ 】を付けて、日本語訳を付する。日本語訳は、策者が「台

日大辞典』などの辞柑を参考にした上で、 栢応しい訳を付けるものである。 台湾語訳語に記

されている台湾語の仮名表記は、 省略する。また、 注目してもらいたい部分に下線を引く。

2 愛媛方言の意味が採用されている見出し語と愛媛方言

2-1 「日本国語大辞典第二版」「日本方言大辞典」との比較

「日台Jに採録されている語は、「凡例」に「現今、 日本二於テ行ハルル、 談話語、 及ビ文

章語ノ中二就キ、 最モ普通ナルモノ」とあるように、 殆どが当時の共通語と考えられるもの

である。 しかし、中には共通語と見倣しにくい語、例えば、「オッコオ（低劫）」「カヤス（返）」「カ

ヤル（桜）」などの語がある。 これらは、「日本方言大辞典1や「E国』によると、 3語とも

方言とされており、「オッコオ」は長野県、滋賀県、愛媛県で、「カヤス」 は宮山県、愛媛県で、

「カヤル」は宮山県、 和歌山媒、 愛媛県で使用が見られる。 このような方言語形の採録状況

について、「日本方言大辞典」（以下、「方首l)と「日国」を参考にして、 調査を行った。す

ると、 「オイサン（伯叔父）J「コイイ(i農）」 などの方言語形があるほか、 説明が方言の意味

に偏る見出し語が見られた。「E台」のア行と力行で、 方言語形の見出し語や、 方言の意味
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で説明されている語は、40語である（使用地域の内訳は、表（一）を参照されたい）。中でも｀

一番数が多いのは愛媛方晋で、 愛媛方言としての使用が見られる語は、 15語 (1 ~ 15) に

のぼり、 全体の37.5％を占める。

例えぱ、(l)の「オオパ」は、「日国」 5の7つの意味をどれも挙げておらず、 方言の意味だ

け挫げている。(2)の「オッコオ」は、「日国』の「面倒で気が進まないさま」と同じ意味を

挙げるほか、愛媛方言などの「大げさなさま」の意味も挙げている。(3)の「オオチャク」は、 r日

国Jの「ずるいこと」のほかに、 愛媛方言の「尊大なさま」の意味も挙げている。 ほかの例

も同様である。紙幅の関係で、(1)~(3)以外の例は、「日国jの方言部分の説明だけを挙げる。

(1) 「オオバ」

「日台j （大楊）「ーナ物」墾筵堕物［場所を塞ぐ邪1足なもの）。盛遮胆物［大きくて邪腐なもの1。

「B国」（大場） （一）（名） 1．広く大きな場所。 大場所。2人のにぎわう場所。大都会。3．芝

居で最も見ごたえのある楊面。4．花札の遊ぴで、 場に柳、 桐以外の二0点札が出

ること。5．囲碁で大きな利益を得るために、 必ず石を就くべき場所。6．父親をいう、

盗人・てきや仲間の厖語。（二）（形動）おおようで、 こせこせしないさま。

（方首）2.（形動）かさばるさま。 場所を取るさま。広島県高田郡。愛盤歴o

(2)「オッコオ」

「日台」（億劫）費気［煩わしい。 面倒くさい］。穀計［困難。難しい】。為難［難しい。骨·

が折れる）。 ●（大隅）膀較大［ほらを吹<l。凸風［大げさ。 ほらを吹<l。

「日国」（依劫） （一）（名）仏語。 一劫の億倍。 きわめて長い時間。（二） （形勁）たやすく

することがむずかしいさま。転じて、而倒で気が進まないさま。 おっくう。（方言）

（二）（形動）2 ．大げさなさま。誇大なさま。長野県下伊那郡。◇主ュ三滋賀県彦根。

愛。4．たくさんなさま。 たいそうなさま。長野県諏肪。愛盤見。

(3)「オオチャク」

『日台j （横浩）詭蹂【奸智。侯奸1。甜皮鍼餡［服思い。陰険］。野赤［無上に欲張りな）。

大胆［大胆）。狡栴［悪賢い。 ずるい】。横逆［暴店）。 ● （駿傲）看人妹妹（人を

見下す）。

「日国」（横箔） Lずうずうしいこと。ずるいこと。 ずるいことを押し通すこと。 また、 そ

のさま。2．怠けてすぺきことをしないさま。骨惜しみをするさま。（方哲） 3．翌去全．

5 「日国」は約45000語の方言を収録している。今回対象とした範囲の語に関しては、「BOO」の意味、
出所などの記述内容は、「方営」のものと全部同じである。 本稿では便宜上、「E国」の記述だけ
を示す。
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主主。愛媛県松山。
(4)「オオドオ」（横迫）

「日台」（横道）偏邪I不正な道］。 邪路［邪道】。（横滸）大彩令［威張った態度］。野赤［無
上に欲張りな】。

「日国」（横道） （名） （方首）1．傍若無人なさま。大胆なさま。 むてっぼうなさま。 京都

府竹野郡。 島根県。 岡山県苫田郡児島郡。、広島県芦品郡。 窃田郡。愛媛県松山。
宇和島市。佐賀県。大分県中部。

(5)「カシャ」

「日台』（火車）三姑六婆［良家の婦女に悪事の媒介をする女］。
「日回（火車） （方言） 1．意地の悪い女。 一筋縄でいかない女。 はすっば女。島根県。饂

媒温泉郡。去三座o

(6)「カヤス」

「日台」（返）「借物」還［返す】。●「水オー」推倒水［水をこぽすl。

「日国』（反 ・ 返 ． 揺 ・ 覆） （方言）3． 水などをこぽす。i屈らす。宮山県砺波。 愛媛県松山。
(7) 「カヤル」

「日台」（悛）反翰転［ひっくり返る】。「水ガー」水倒出来（水がこぽれるl。 ●「卵ガー」
卵孵（卵が孵化するl。

「日国」（反 ・ 返 ・ 帰·覆） （方酋） 5．水などが漏れ出る。 こぼれる。 窟山県砺波。和歌山県。

愛媛県松山。

（孵）匿図＜なまり＞立立迅淡路 ・ 和歌山県・和歌山・隈岐•愛媛周桑·伊予•土佐・

対馬］
(8)「ガンギ」

「日台」（雁木）「橋」砺頭［波止楊）。硼頭的炊仔 I波止場の階梯l。●「鋸」大鋸【大鋸］。 ●「竿」
掛鉤的柴根［かかりがついている棒l。● （圃駈）没合盤［合わない］。料不対［考
えの食い述いl。● 「租国」掛風吹線的刀仔［敵の凧の糸を切って落とすために凧
の糸に付ける器具lo

に国』（雁木） （方言）28敵の凧（たこ）の糸を切って落とすために凧（たこ）の糸に付
ける器具。 愛媛県松山。

(9)「グンシJ

「日台J （軍師）軍師［軍師。参謀】。 参謀【参謀l。● （黒恭）抽後線的［（教唆）糸を引く｝。

「日国」（軍師） （方言）2．悪い計略をする人。策謀家。愛媛県大三島。
(10)「コイイ」
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「日台J （淡） 浪［濃い】。瞑［厚い］。「色」暗［暗い】。深［色合いが浪い】。●「汁」消［濃

い】。「毛」茂［茂る。繁茂する。J

「日国」「こい」（濃）匿蘇なまり＞ュ仁o ［島根·鳥取・伊予•愛塑凰桑・瀬戸内］

(11)「エプ」

「日台」（絵符）鮫條 I荷物などにつける札。えふ】。号頭 1 目印。見出。記号。標識l。

r日国J「土土」（絵符・会符）（方首）荷物に目印のため付ける紙片の類、または荷札など。

◇土五：兵即県淡路島。和歌山県日高郡。島根県石見。岡山県岡山市。児島郡。広

島県佐伯郡。高田郡。山口県幾浦郡。徳島県。香川県。愛媛県宇和島市。蒟知県。

高知市。長崎県伊王島。大分県。

u2) 「カタグマ」

『日台J（片車）騎雉維［（子供の遊戯）府車l。騎雉狸［屑車l。騎1人を肩に跨らせて担ぐこと】。

「日国」「かたくま」（屑駒）（方言）1．小児を屑に乗せたり、首にまたがらせたりして、か

つぐこと。間車。愛塑児。◇かたぐま京阪。香川県伊吹島。要盤座o

(13)「カエコト」

「日台J （替事）換【取り替える】。対換［交換する］。

『日国」「かえごと」（替事） （方言） ◇かえこと 窃山県。福井県敦賀郡。愛知県尾張。三

重県伊賀。滋賀県彦根。京都市。大阪府大阪市。泉北郡。兵血県。奈良県。和歌山

県。岡山県。岡山市。児島郡。山口県玖珂郡。徳島県。香川県。愛媛県。松山。

(14)「カナガナ」（副詞）

「日台J「命ー逃ゲル」千乾脱身離。抱命走［命からがら逃げる】。

r日国」匝亘やかなしがなし（悲悲）。「かなしがなし」（副）（方言）細々と。ようやく。や

っと。滋賀県彦根。京都府竹野郡。大阪市。愛媛県大三島。

(15)「カミヒゲ」

「日台」（嬰毛）毛絲［嬰筋。髪の毛l。毛砕［髭の毛］。頭毛枝【嬰筋。嬰の毛l。

「日国」（髪ー）固豆顕嬰。髪の毛。広島県高田郡。徳島県。愛媛県周桑郡・喜多郡。泊j知

県長岡郡・幡多郡。

「日台Jで(1)-(9)の栢は、共通語の意味のほかに、共通語にない愛援方言の意味も示され

ている。(10)-(13)の語は、共通語の意味と同じであるが、語形が方言のままである。(14)と(15)の

語は、共通語ではなく、方言としてしか使われない語である。以上の(l)～(15)で、(1)-(9)の節

は愛媛方言の意味が加えられた語で、(10)～（15)の語は愛媛方言である。
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表（一） 「日台大辞典」ア行・ カ行における、 方言栢梨の使用地域の一覧表

数ア アア イエ オオ オオ オオ カカカカカカ カカカカカカカカカカガガ キキ ギキ キキグググココ

キ ラキ ＊ォ 夕 夕 夕 夕 ナ スッ ツ ェ 夕 ナミ フ`“ フ← イ ツ ウ シ 七チ· オ シ 夕 夕 ツ ツ ヤヤ ン ン ヶ ギツ J< ン ャ イホ ガッ ヽ· ド クコ コ キ グ ヒッ ペ ガ コヒ ウク キ ス 夕 グ ') ッ

景オ ゴウクプ クオ パサ ウォ トヤ ギン マゲ 9 9 9ナ キ 1デ スル リル ギタ イル トイ ヤテ ウシ トイク
北j船辺 0 

\’f森邸l ． 

秋田県1 ． 

岩手凩2 ． ． 

宮械姐0

山形県2 ． ． 

福島屈3 ． ． ． 

茨城県1 ． 

栃木屈3 ．． ． 

群島貼l ． 

塙王県0

東京都0

千菜県0
1tr.>JIIII 0 

長野閉2 ． ． 

山梨限I ． 

新潟県4 ． ． ． ． 

訂山県3 ． ．． 

石川昂） ． 

掲井� 1 ． 

而岡県 2 .  ． 

愛知県2 ． ． 

岐阜県4 ． ． ． ． 

三重屈3 ． ． ． 

滋＂県3 ．． ． 

京郡府5 ． ． • ・
． ． 

大阪府5 ． ． ． ． ． 

兵I,,（県4 ．． ． ． 

安且屈I ． 

い和源 7 ． ． ． ．  ． ． ． 

図山県5 ● ． ． ． ． 

広品iし7 ． ． ．． ． ． ． 

・（サ取限 I ． 

島恨県6 ． ． ．． ． ． 

山口県3 ． ． ． 

也i\l,II 3 ． ． ． 

行］Il凩5 ． ． ． ． ． 

愛妓昂15 ．． ．． ．．． ． ． ．．． ． ． ．

高知県3 ． ． ． 

椙図県1 ． 

大分Ill 3 ． ． ． 

長給氾2 ． ． 

佐閃県1 ． 

熊本県0

.ti
．
崎県0

員児QB 2 ． ． 

沖縄氾I ． 
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2-2 「伊憐松山方言集」「愛媛の方言ー語法と語彙jとの比較

2-1節の15語のほかにも、「 8 台Jには、 愛媛方言と同じ意味で使われている語が、 かなり

多い。以下では、 岡野 (1938) 『伊豫松山方言染」（以下、『松山」） と武智 (i957) 「愛媛の

方言一諮法と語彙」（以下、「愛媛J)を参照して尺愛媛方言と同じ意味の記述が見られる、「日

台」の見出し語をまとめたい。

「松山』と「愛媛Jにおいて、「日台」の見出し諮と、 語形が同じで、 意味も同じ栢は、lit

806語1 である。 しかし、 どこの方言にせよ、 共通語と同じ意味を持つ語（第一義やどの意

味を頻用するかでは差がある）は多々あるので、『日台」のこの806語も、 すぐには愛媛の方

言と断言し難い。

そこで、 この806語を、「日台」が編纂される際に参考にされた5冊の先行辞魯と照らし合

わせた。先行辞世に全く掲載されていない語は、 共通語として頻用される語ではなく、 方酋

である可能性が高いと考えられる。 調べてみたところ、806語の中で、 先行辞歯にも載って

いない梧は、4.4語であった。すでに愛媛の方言と確認できた 「オ オパ（大楊）」「オッコオ（億

劫）」「カエコト（換事）」「カヤル（覆）」「コイイ（濃）」の 5 語を除くと、残りは39語である。

39語の内、「スッコメル」「デモドリ（出戻）」「ドスドスト」「ナンデ（何）」「バッカリ（計）」

「ポオサン （坊様）」「ミセヤ（店屋）」「ミンナ（皆）」の8詣は、 当時の共通語と思われる

ので、考察対象からは除く。残りの31栢は、下記の通りである （該当する箇所のみを挙げる）。

(16)「オテントオサマ」「日台」（御天道様）天公［神。 天帝l。●（日）日公［ 日の光l。 8頭公［御

日様l。 「松山」（オテントサマ）神様、 天。（東京では太股をさす）

{17)「キャイ」「日台」（氣合）「ーガ悪イ」哀哨［気持ちを悪くする】。 「愛媛J気持。

(18)「オイサン」I日台j （伯叔父） （伯）阿伯［父の兄。伯父さん］。● （叔 ）阿叔 ［父の弟。

叔父さん］。「松山J「ヲイサン」伯．（叔 ）父さん、 小父さん。

(19) 「カズエル」「日台j（数）節【数える】。数［ 数える】。 「松山」数へる。

因「シヌル」「日台」 （死） 死【死ぬl。 r松山」死ぬ。 「愛媛J動詞奈変活の残存。

(21) 「シャイ」「日台」（仕合）比武［試合l。 r松山J試合。しあひ。

四「ダス」「日台J （打）打［ダース}.「--」一打[-ダース］。 「松山」打。英語ダズン。

四「ヒヤガル」「8台」 （乾上）乾去［乾く］。無水去【乾J:がる］。 「松山」かわく。

(24)「ベシオル」「日台」（拗折）拗折［折る。圧し折る］。 「松山J折る。（ぺしは弛勢）。

6 r伊f象松山方言集」は2614語の松山方言を染めて、それぞれの栢の意味と対応する東京話を示した
方言集である。「愛媛の方百一栢法と語曲」は、•愛媛県内の45地区における454項目の愛媛方百
の語法と、6233語の愛媛方言の分布を詳しく示している。

7 述ぺ師数は999証で、異なり語数は806匝である。
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四「ミヤイ」「日台」（見合）看親戚［見合い】。 「松山』結婚する男女の面会。

因「アオヌク」「日台J （仰向）向天［上を向く］。挙頭（仰むく1。 「愛媛Jあおむく。
四「オオッモゴリ」「日台J（大晦）過年日（大晦日］。 「松山」大晦日。
磁「シリベタ」「8台l（ 尻）脚川頬 1尻こぶた】。脚川労［尻こぶた 1 。 「松山」尻。しり。

因「ウサル」「日台J（紛失）不見去［紛失する。無くなる］。 「松山』粉失する。無くなる。
OO「オセ」「日台』（大人）大人（大人］。 ［松山J成人。T年以上の人。

(3l)「クシクシト」「日台」「一泣ク」口口吼［しくしくと泣く］。 「愛媛』声を出さないで泣くこと。

回「クロマイ」「日台』（玄米）槌米［玄米】。 「愛媛」玄米。
四「ササケル」［日台」ロロ［ささくれる。毛羽立つ］。 「松山」乱れる、小さく裂ける。

図「ナスクル」「日台J （途抹）抹住［揉り付ける］。 「松山』途る。 「愛媛」施りつける。

困「ハサケル」「日台」（挟）挟【挟む）。挿（差し挟む）。 「松山」挟む。 「愛媛Jはさむ。
困「ハンプ」「日台」（半分） 一 半［半分］。半伶［半分】。 「松山」半分。はんぶん。
岡「ヒャイ」「日台」（冷）冷【寒い】。消（冷える］。 「愛媛」寒い。
国「ヒリカズク」「H台」「小便オー」庶尿［小便をもらす］。 「松山」大小便をもらす。

団「＊ドャイ」「日台」（程合）度［度合い］。準節【程合い］。 「松山』機会。適度。

(40)「ドオズク」「日台』（胴突） 打［打つ］。撲［殴る］。 「愛媛」大きく打つ。
(41)「トオチリ」「日台」（庖縮）羽紗 1ゴロを織る糸］。 「愛媛jメリンスmerinos（西）。
(4�「ムネカケ」「日台」（胸掛）II±貰椀 I腹当てに狼股を付滸したようなもので、子供の箔る

物 ］。『松山」夏日子供の滸物、腹と尻とを隠すやうに出来ている。

(43)「ヌイアゲ」「日台」（縫上）揖絢［あげ】。 「松山」箔物の上げ。「愛媛］肩あげ。腰あげ。
岡「カイル」「日台」（蹄）「去」転去［帰る］．「来」転来［帰る】。 「松山」かへる。

囮「ジャコ」「日台」（雑魚）雑砕焦［ざこ］。 「松山」雑魚。ざこ。
佃「マクレル」「日台」（捲）捲随［捲れる］。•「衣」逍起来【服が破になる）。●「刃ガー」

倒茫 I刃が捲れる］。 「愛媛』刃が折れ曲る。
(16)の「オテントオサマ」は現代共通諾と語形 が同じであるが、 r日台」には共通諾にない

愛媛方言の意味もホされている。(17)～囮は全部、現代共通語 で用いられていない語形である。
その内、(17)～因は「日国Jに戟っておらず、閲～碑は「日国」に救っているが、現代共通語

の用例が記載されていない。四～(43)には「日国Jに方酋の記述 がある。紐～(46)は「日国』に
戟っているが方言の記述はない。しかし、現代共通語で用いられない語形であることと、 r松

叫ゃ r愛媛Jに採録されていることから、方哲である可能性が高い。(16)～個の語は、現代

語で方言として理解されているが、「H台J椙纂当時においても、先行辞術に見られないこ

とから、方言である可能性が高いと考えられる。「日台」を箱慕する際に、5冊の先行辞術
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の語のほかに、 (16)~86)のような語も必要だという絹慕者の判断があり、 取り入れられたので

あろう。

また、先行辞害に載っていない44語を除いた、残りの762語は、先行辞宵 1こ載っている語

であるが、 中には先行辞省にない意味も付されている語がある。その先行辞瞥にない意味と、

「松山jゃ r愛媛」の記述が合致するものは、 下記の通りである。（先行辞瞥に載っていな

い意味だけを下記に挙げる。I

(4�「イッサンマイ」「日台」(-三味） ● （皆）揃総［皆。悉く］。計計［皆。 全部］。

「愛媛jいっさいがっさい。悉く。

08) 「サンドマメ」「日台』（三度豆）敏豆［インゲン豆】。

「松山J隠元大角豆。いんげんささげ。 「愛媛jさやえんどう。

09) 「スケル」 r日台」（助） ● （敷）敷［敷く］。「七リンニ瓦オー」、洪櫨硝碑仔［七厘にレン

ガを敷く］。 「松山』或物の下に他の物を敷く。

図「ノケル」「日台J （除） •「貯」蔵下得［しまい込む】。 「松山」仕舞ふ。「愛媛」しまっ

ておく。

(5n「マワリ」「日台J （廻） ●「私ノ ー」輪滸我［私の番になる］。 「愛媛j順番。

図「ムギコ」「日台l （麦粉） ● （麦焦）麦過炒磨的粉【挽かれて炒られた小麦粉］。麦魅［変

焦がし］。 「松山J煎麦の粉。

このことから、(4り～6加の6語は、「日台Jで愛媛方言の意味が施されている語と見倣すこ

とができよう。

このように愛媛方言が多く採られているのは、 絹慕者の小川尚義によるところが大きいと

思われる。小川尚義の経歴 ’を簡単に示すと、 下記のようになる。

1869年、愛媛県松山市生まれ。松山中学校 (1886年卒業）、第一高等中学校を経て、1896年、

帝国大学文科大学椰言学科を卒業。同年、恩師の上田1，；年博士から、台湾総督府学務部長の

伊沢修二を紹介され、 台湾に赴任する。台湾総督府学務部編集事務嘱託に任命され、 台湾総

瞥府編集官、学務課長、台北高等商業学校校長などを歴任。1928年に台北帝国大学が設立さ

れると、 言語学教室教授に培任し、1930年には、 同大学文政学部教授に就任した。台湾語研

究と裔砂語研究の権威とも言われるほど、 台湾語、 裔砂語研究に大きな貢献をした。 1936年、

退官し、松山での余生も台湾諸言語の研究に精力を注いだ。 1947年没、享年78。

小川尚義は、愛媛県松山市で生まれてから、松山中学校を 17歳で卒業するまで、 つ まりは

言語形成j町を愛媛県で過ごした。 小川尚義が愛媛方言話者であったことが、 r日台Jの見

馬淵 (1974) を元に、酒井 (1994) を参考にした。
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出し語に愛媛方言が見られることと、関わっていると考えられる。

3 まとめ

本稿では、「日国」「方言』の見出し語の意味との比較を通じて、「日台』の見出し語には、

網篠者小川尚義の出身地である、 愛媛方言が採録されていることを述べた。 そして、 愛媛県

の方言に関する方言集や、「日台』が編築される際に参考にされた5冊の先行辞歯との比較

作業によって、「日台jには、 愛媛方言語形の見出し語と愛媛方言の意味が加えられた見出

し語が、少なからず採録されていることも実証できた。

小川尚義は、1900年の国語研究会第 1 回例会で、「仮名班二関スル調」という演説を行った。

そして、その中の「国語教授上ノ困難」という項目で、「且下台湾二於テ、国語教授ノ大精神ハ、

即チ現今吾人ガ使用シ居ル談話語ヲ以テ土人二教へ、 土人ヲシテ一方ニハ我国語ヲ聴テ之ヲ

了解シ、 一方ニハ之ヲ用ヰテ己レノ思想ヲ言ヒアラハスコトヲ得ルニ至ラシメバ、国語教授

目下ノ急務ハ充サレタルモノニシテ（中略）」（下線は策者）と述べている。 このことからは、

「日台』を編築する際に、当時使われている談話語の採録を重んじていたことが、推測される。

2節で挙げた愛媛方言も、小川尚義が当時の談話語として頻用される語だと判断して、採録

したのではないだろうか。 このように、「日台」に愛媛方言が採録されていることには、 談

話語の選定に当たって、 小川尚義が愛媛方言話者であったことが、少なからず影響を及ぼし

ていると考えられる。

1節で述べたように、「B台』は、台湾語研究のみならず、 日本語研究においても非常に

価値のある辞書であり、 日本語の言語狩料としてもっと活用されるべきものである。しかし

ながら、 その利用に 当たっては、 本稿で述べた辞曹の特徴を、頭に入れておく必要があると

言える。
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